
 

 
 
 
 
 

 

「令和４年度農林水産関係第２次補正予算」の概要 
令和４年度農林水産関係第２次補正予算が 11 月８日閣議決定されましたのでお知らせします。 

 

 
詳細は、農林水産省の HP をご覧下さい。 

https://www.maff.go.jp/j/budget/r4hosei.html 

 令和４年 
Vol.７０ 
R４．11．８ 
関東農政局 
埼玉県拠点 

地域と農政を結ぶ 

埼玉地域情報ネットワーク 



 

 

 福井県出身の竹澤さんは大消費地がある関東で農業

がしたいとの思いから、大学卒業後に千葉県の農業法

人で２年間就農しました。しかし、自分で農業経営が

したいと思うようになり、色々な関係機関に相談する

中で埼玉県から嵐山町を紹介され、町の担当者から嵐

丸塾（嵐山町農業担い手育成嵐丸塾）という就農支援

機関を説明されました。塾ではハウスや農業機械を無

償で借りられ初期投資を抑えられること、研修で栽培

したほうれんそうを市場に出荷して得た収入は塾生本

人の就農準備資金にできることなどが決め手となり、

入塾のために令和３年４月に嵐山町へ移住しました。

塾では、パイプハウスでのほうれんそうの周年栽培や

経営について１年半研修しました。 

一緒に研修を受けた仲間や指導農家の助けもあり、

どうにか一人での栽培が軌道に乗り、今年９月にビニ

ールハウス６棟と露地（ほうれんそう、ルッコラ、か

ぶなど計 30a）で独立就農しました。 

出荷先は嵐山町と小川町の JA 直売所、民間の直売

所が中心ですが、近隣の温泉地でイベントがある時な

どは、朝採り野菜の直接販売にも出かけて行きます。 

 また、農業用機械については、国の補助事業を申請

しており、トラクター等を購入する予定ですが、納入

までの間は嵐丸塾の機械を引き続き使っていきます。 

これからの目標について、「包装資材や肥料等が高

騰しても、価格になかなか転嫁できないので、野菜を

そのまま売るのではなく、冷凍野菜やフリーズドライ

に加工し付加価値を高めて少しでも収益を上げて行き

たいと思っています。  

また、栽培計画が立てやすく周年で安定して収入が

確保できるレストランや食堂などの販売先も見つけた

い。」と語ってくれました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

編集：関東農政局 埼玉県拠点 

 〒330-9722 さいたま市中央区新都心 2-1 さいたま新都心合同庁舎２号館 

 TEL 048-740-5835 FAX 048-601-0510 

 ＜関東農政局ＨＰ＞ http://www.maff.go.jp/kanto/       

 

～新たな土地で新たな挑戦！ 

新鮮な野菜を消費者に届けたい～ 

たけざわ ふみか 

竹澤 文佳さん 
 

嵐山町の手厚い支援が決め手！雇用就農から独立就農を目指して県外から移住。ほう

れんそうなどの野菜を中心に経営者として独立し農業を営み始めた竹澤文佳さんを紹介

します。 

竹澤 文佳さん 

 

収穫を待つほうれんそう 


